「ここを通して欲しいなら、ダブルバーガーを下サル?」と、手を差し出してきた。
●ダブルバーガーがあれば…455へ●なければ…406ヘ
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バスは、砂漠地帯にさしかかったところで、渋滞に巻きこまれてしまった。バッファロー
の群れが道を横断してるとかで、もう1時間以上、同じ場所で止まったまんまだ。
ふう。渋滞ぐらいで身動きとれなくなっちゃうぼくらに、果して地球が救えるのかな……。
「この調子じや、いつ動き出すかわからないなあ……オレは仕事だから降りるわけにいかな
いけれど、お客さんがた、降りたきゃここで降ろすぜ。へたすりや砂漠を横切っていった右
がフォーサイドには早く着くかもな」運転手さんが、ぽくらを振り向き、言った。
そこで、先を急ぐぼくらはバスを降りて歩いて行くことに。けれど……。果てしなく続く
砂の平原に灼熱の太陽、ほこりっぽい風に、ぼくらの体力はみるみる奪われていった。
「あっ!」小さな声をあげて、ポーラが転んだ。
あわてて助け起こそうとしたぼくとジェフは思わず顔を見合わせた。ポーラの手はすごく
熱くて、おまけに、息もはあはあと苦しそうだったんだもの。たぶん、日射病だ-
●ぬれ夕オルがあれば486へ●なければ533へ

